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「電気回路」第1章 問題解答 
１－１ ドリル問題 

問題１ 合成抵抗を 0R とすると， 

S
30
77

30
111

0

 
iRR

 

ゆえに， Ω29.4
7

30
0 R   (答)  Ω29.4  

 

問題２ 合成抵抗を 0R とすると 

S
30
49

30
361030

10
1

5
1

3
1

1
11

0


R

 

ゆえに， Ω612.0
49
30

0 R   (答)  Ω612.0  

 

問題３ (1) S
10
3

5
1

10
11 

R
  ゆえに， Ω33.3

3
10 R   (答)  

(2)  
  Ωk74.4

19
90

6310
6310 

R   (答)  4.74 kΩ 

(3) Ω5
9

183
36
363 


R   (答)  5Ω 

 

問題４ (1)  
321

321

321

AB 11
1

RRR
RRR

RRR

R








   (答)  

(2) 抵抗 3R から右を見た合成抵抗を 3R とすると 

  
 

543

543

543

3 11
1

RRR
RRR

RRR

R








  

この合成抵抗 3R を前問(1)の 3R に代入して 

 

 
   

     54354321

543154321

543

543
21

543

543
21

AB RRRRRRRR
RRRRRRRRR

RRR
RRRRR

RRR
RRRRR

R



















   (答)  
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問題５  

3Ωに流れる電流は， A1
3

V3 
Ω

 

1Aが10 kΩの抵抗にも流れるので kV10A1k10 Ω   (答)  

 
問題６ 題意から 

Ω821  RR  …(1) 

1
111

21


RR

 …(2) 

が成り立つ。式 (2)から 

2121 RRRR   …(3) 

よって，式(3)と(1)から 

821 RR  …(4) 

(1)と(4)から 2R を消去する。 12 8 RR  を式(4)に代入して 

  88 11  RR  

088 1
2
1  RR  

83.248481641 R  

したがって， Ω，Ω 83.617.11 R  

よって， Ω，Ω 17.183.68 12  RR  

二つの抵抗値は，1.17Ωと6.83Ωである。  (答)  
 
問題７ AとBの端子に電池をつないだとすると，ノードCとG，HとFとD，IとEは回路が対称なことから，それ

ぞれ同じ電位を示す。これを短絡しても電位はみだれない。よって，次の等価回路が得られる。 

 
よって合成抵抗Rは 

Ω5.1
2
1

4
1

4
1

2
1 R   (答)  
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１－１ 演習問題 
１．  

(1) 
435
164

29
9

15
1

54
541

1
15
11 





R

 

ゆえに， Ω65.2
164
435 R   (答) 2.65Ω 

 
(2) 中央の40 kΩの抵抗の右側四つの合成抵抗をRとすると 

Ωk44.4
5.17
5.172.21 


R

 
よって，合成抵抗Rは 

444
5.266

444
1001.114.44111

44.4
1

40
1

10
1

4
11 

R
 

Ωk67.1
5.266

444 R   (答)  1.67 kΩ 

 

２． 
321

211332

321

1111
RRR

RRRRRR
RRRR


  

よって 

 Ω
133221

321

RRRRRR
RRRR


   (答)  

 
３． 前問の式を用いると 

Ω588.0
17
10

5102
10

155221
521 





R   (答)  0.588Ω 

 

(別解) 7.1
5
1

2
1

1
11 

R
 

ゆえに， 588.0
7.1

1 R Ω  (答)  0.588Ω 

 

４． 2R と 3R の合成抵抗をRとすると，分流則によって 1Rに流れる電流 1I は求められる。 

32

32
1

32

32

1
1

RR
RRR

RR
RR

I
RR

RII










  

よって 

  133221

32

32321

321

RRRRRR
RR

RRRRR
RR

I
I





   (答)  
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５．  

 
 
10Ωの抵抗の両端の電圧Vは 

V10mA1k10  ΩV  

よって10Ωに流れる電流 1I は 

A1
10

V10
1 

Ω
I   

全電流 Iは 

A001.11101A1mA1 3  I   (答)  1.001 A 

 
６． 題意から 

1
111

21


RR

 …(1) 

 

 
 

2
3

1
3 10301020 RR    …(2) 

式(1)(2)を連立させて 1R ， 2R を求める。式(2)から 

21 32 RR   …(3) 

式(1)から 

2121 RRRR   …(4) 

式(3)と(4)から 1R を消去して 

2222 2
3

2
3 RRRR   
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2
22 35 RR   

Ω67.1
3
5

2 R   (答)  1.67Ω 

Ω5.2
3
5

2
3

2
3

21  RR   (答)  2.5Ω 

 
７．  

 
AB間の抵抗Rを，2Rの抵抗が並列抵抗されていると考える。すると図のようにAB間で左右対称な回路を得る。 

そこでAB間の一つの2Rの抵抗を含むC点とD点の直列抵抗の合成抵抗を求め，それが並列にあるとして
2
1
にすれ

ば，もとの抵抗が求まる。 

  RR
RRRR
RRRRR 6.0

5
6

2
1

2
2

2
1

0 

 [Ω]  (答)  

 
８． 図３の回路を次図のように書き直す。 

 

 まず， BA  間と合成抵抗Rを考える。無限に続く回路なのでCDより右の合成抵抗をRとおくことができる。 

 
したがって 

R
RRR


 1

12BA  

となり 

    RRRR  121  

RRRR  222  
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0222  RR  だから 3131 R  

BA  間の合成抵抗も同様なので，回路を次図のように書き換えることができる。 

 

231
31

21
1
11
1

AB









R
R

RR

R ≒0.577Ω (答)  
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１－２ ドリル問題 
問題１ 合成抵抗をRとすると 

Ωk2.2
5
61

32
321 


R  

よって 

mA55.4A1055.4
k2.2
V10 3

1  

Ω
I   (答)  4.55ｍA 

分流則から， 

mA73.2
5
3mA55.42 I   (答)  2.73ｍA 

mA82.173.255.43 I   (答)  1.82ｍA 

 

問題２ W63.5
1.0

5.1
4
1

4
1 22

max 
r
EP   (答)  5.63W 

 
問題３  

 

W30
3.0

6
4
1

4
1 22

max 
r
EP   (答) 30 W，負荷抵抗0.3Ωのとき 

 
問題４ ①電圧源で 0E のときは 

 
 
 

 
②電流源で 0J のときは 

J  ⇒  開放(オープン) 
  

E  ⇒  短絡(ショート) 
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問題５  

2RIP   

10Ω，5Ω，RΩの合成抵抗Rは 

R
R

RRR 10
1031

10
31

5
1

10
11 


 

したがって，
103

10



R
RR  

よって全抵抗 0R は 

103
1013

103
10110 





R
R

R
RRR  

抵抗Rに流れる電流 Iは，分流則を用いて 

1013
1000

310
10

103
1013

100

3
10

3
10

100
0 




















RR

R
RRR

I  

Rの電力Pは 

W1000
1013

1000 2
2 











R
RRIP  

この２次方程式を解く。 
 

0100740169

1000100260169

10131000

2

2

2







RR

RRR

RR

 

Ω，Ω 140.024.405.219.2
338

67600740740 2

R   (答)  4.24Ω，0.140Ω 
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１－２ 演習問題 
１．  

 

W3.11
8.0

6
4
1

4
1 22

max 
r
EP   (答) 11.3 W 
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２．  

 

Ω
Ω

0980.0
1.5
5.0

51.0
51.0 


r   (答)  

次の図より， V00.3E  

よって
  W0.23

0980.0
00.3

4
1 2

max P  (最大電力： Ω0980.0r のとき) 

 

Ω0980.0r のとき，Rに発生する電圧は V50.1
2
00.3   

流れる電流は 

A3.15
0980.0

V50.1 
Ω

 

よって，0.1Ωに生ずる消費電力は 

    W5.22
1.0

50.100.350.100.31.0  VIR   (答) 22.5 W 

5Ωによる消費電力は 

  W45.0
5

50.100.350.100.35  VIP   (答) 0.45 W 
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３． 電力を  WP とすると 

  25010100
2.4

6010  秒分P  より 

W158P   (答) 158 W 

 

４．(1) ΩM43.11043.1
107
1010

mA7
kV10 6

3

3



 R   (答) 1.43 MΩ 

(2) kV8V108
A101
W108 3

6

3



 



I
PV   (答) 8 kV 

 
ΩG8108

108
1064

mW8
kV8 9

3

622



 P

VR   (答) 8 GΩ 

(3) 3003W1002  ΩPRV  

したがって， V3.17300 V   (答) 17.3V 

A77.5
3

V3.17 
ΩR

VI   (答) 5.77A 

 

５．(1) V143.0
S70
A10 

G
IV   (答) 0.143V 

W43.1V143.0A10  VIP   (答) 1.43W 

(2) A07.1
V75
W80 

V
PJI   (答) A07.1  

(3) 
G
IP

2

 から 

A316.010100mS10W10 3  PGI   (答) A316.0  

V6.31
mS10
W10 

G
PV   (答) V6.31  
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１－３ ドリル問題 
問題１   

 

合成抵抗 Ω2000400300600200500 R  

kV2V200012000  RIV   (答)  
 
問題２  

 

eI を図のように仮定すると 

edcba IIIII   

e71053 I  

A11e I  

したがって， eI は，11Aの電流がノードAから流れ出ている。  (答)  

よって，図示すると上図のようになる。  (答)  
 
問題３  

 

54321 VVVVVE    (答)  
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問題４ (1)   BABAA 23215 IIIII   

  BABBA 62420 IIIII    (答)  

(2) AV に流れ込む向きを正とすると， 0
421

5 AAA 






 VVV

  (答)  

(3) 0321  III  

31 25 II   

32 240 II    (答)  

 
問題５ 

(1) BA 235 II   

BA 30 II   

BA 3II  より 

BBB 7295 III   

A
7

15A
7
5

AB  II ，  

したがって， A43.1
7

10A714.0
7
5A14.2

7
15

21321  IIIII ，，  (答)  

(2) AV に流れ込む向きを正とすると， 0
421

5 AAA 






 VVV

より 02420 AAA  VVV  

V
7
20

A V  

したがって， A14.2
7

15
7
205

1
5 A

1 



VI  (答)  

A
7
5

4
7
20

4
A

2 






VI ， A714.0

7
5

2 I  (答)  

A
7

10
2
7
20

2
A

3 






VI ， A43.1

7
10

3 I  (答)  
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(3) 0321  III  → 321 III   

31 215 II   → 32 35 II   

32 240 II   → 3220 II   → 23 2II   

したがって， 222 765 III   

A14.2
7

15A43.1
7

10A714.0
7
5

132  III ，，   (答)  

 
なお，(1)，(2)，(3)の結果より，電流の大きさと方向は図のように表せる。 

A43.1
7

10

A714.0
7
5

A14.2
7

15

2

4

1













Ω

Ω

Ω

R

R

R

I

I

I

 

 
 
問題６ 電圧源のみを考えると 

A467.0
1620

20

2016
20163

10
1 







I  

電流源による電流 2I は 

A388.0A2
61.315

61.21A2

203
203115

203
2031

2 

















I

 

よって， Ω15 の抵抗に流れる電流 Iは 

A855.0388.0467.021  III   (答) 0.855 A 

電圧Vは 

V8.1215A855.0  ΩV   (答) 12.8 V 

電力Pは 
W9.10855.08.12  VIP   (答) 10.9W 
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問題７  

  321321 343135 IIIIII    (答)  

  321321 2103223530 IIIIII    (答)  

  321321 7212420 IIIIII    (答)  

 
問題８  

  2121 210232515 IIII    (答)  

  2121 72124210 IIII    (答)  

 
問題９   

2RIVIP   

Ω2
25
50

5
50

22 
I
PR   (答)  

 
問題10   

 

合成抵抗 321 RRRR   

 

3

321

321321

2515

50

V

VVV

IRIRIRIRRRRI







 

したがって， 510 333 RIRV   

Ω23 R   (答)  
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問題11  

 

111 IRV   

1550 R  

Ω101 R   (答)  

222 IRV   

22550 R  

Ω22 R   (答)  

333 IRV   

31050 R  

Ω53 R   (答)  
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１－３ 演習問題 
１．  

 

ループ電流 1I と 2I を図のように仮定する。 

21 152420 II   

21 27150 II   

21 15
27 II   

2

22

15
423

15
15
272420

I

II











 

したがって， A
423
300

2 I  

A
423
540

423
300

15
27

15
27

21 





 II  

したがって， 

A567.0
423
240

423
540

423
300

2115  IIIR   (答)  0.567A 

 
２． 

 

1I と 2I を図のように仮定する。 

21 5810 II   

21 1250 II   → 21 5
12 II   

したがって， 222 5
715

5
12810 III   

A704.0
71
50

2  II   (答)  
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３． 

 

321

321

321

1380
81630

345

III
III

III





 → 






















































3

2

1

1381
8163
134

0
0
5

I
I
I

 

395389784
1381

8163
134







Δ  

395
235

395
195401301

803
154

2 






Δ

I  

395
200

395
80120081

0163
534

3 






Δ

I  

A0886.0
395
35

32  III   (答) 88.6 mA 

 
４． 
 

 

0
20

3
2510

5 AAA 






 VVV  

6519

051541050

A

AAA





V

VVV
 

したがって， V42.3
19
65

A V   (答) 3.42 V 

 ちなみに， A137.0
95
13

25
19
65

25325 






A

R
VII  
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５． 

 

21 3045100 II   → 21 6920 II   

21 55300 II   → 21 1160 II   

2

22

21

6
63

6
6

11920

6
11

I

II

II







 

したがって， A90.1
63

120
2 I   (答) 1.90 A 
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６． 

 

 
  321

321

321

830
530

336100

IxxII
xIIxI

III





 → 






















































3

2

1

83
53

336

0
0

100

I
I
I

xx
xx  

      

12342

729645918240786

8965999856
83

53
336

22

2













x

xxxxxx

xxxxxxx
xx
xxΔ

 

 
12342
2400600

12342
8300300803

03
31006

2 










x
x

x
xx

Δ
x
x

I  

 
12342
1500600

12342
530030003

053
10036

3 










x
x

x
xx

Δ
x

x

I  

  3
12342

900
12342

15006002400600
32 







xx
xxIII  

 

Ω21.4
126
531 x  (答)  4.21Ω 

 
７．  

0
23

100 AAA 






 V

x
VV  

VV 5A  より 

30170

01530190

0
2
55

3
95







x

xxx
x

 

Ω171.0
175
30 x    (答)  0.171Ω 
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８．  

 
 

 

   

 
4.24.2

238.163

8.1
23
63

23
36613

6

232312
1

2

1
2

3
6

13

26

1

222

2

1

21

21
























































x

xx
x
x

x
xx

Δ
x
x

I

xxxxxxx
xx
xx

Δ

I
I

xx
xx

IxxI

xIIx

 

1x Ω  (答)  
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１－４ ドリル問題 
問題１  

(1) 
























 15

10
37

53

2

1

I
I

 (答)  

44359
37

53



Δ  

A39.2
44

7530
44

315
510

1 






I   (答) 2.39 A 

(2) 

























2

1

2

1

21

21

53
2

E
E

I
I

RR
RR

  (答)  

212121
21

21 235
53
2

RRRRRR
RR
RR

Δ   

2
1

1
121

2221

21

22

21

1
25255

2

E
R

E
RRR

RERE
RR
RE
RE

I 






 ［A］  (答)  

 
問題２  

(1) 

















































20
10
5

243
151
312

3

2

1

I
I
I

 

20284531220
243
151
312

Δ  

A5.7
20

150
20

202030020120502420
1510
315

1 






Δ
I   (答) 7.5 A 

A25.1
20
25

20
1040901560402203

1101
352

2 






Δ
I   (答) 1.25 A 

A75.3
20

75
20

20807530202002043
1051
512

3 






Δ

I   (答) －3.75 A 
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(2) 3345004917540
4107
510
7510

25
6
9

4107
510
7510

3

2

1


















































Δ

I
I
I

 

A01.1
334

336
334

1204501756254203641025
516
759

1 






Δ

I   (答) －1.01 A 

A96.2
334
989

334
12502943152404257

560
7910

2 






Δ
I   (答) 2.96 A 

A608.0
334
203

334
6006321025025107

610
9510

3 






Δ
I   (答) 0.608 A 

 
 
問題３ 略 
 
 
問題４  
(1)  

   (答)  

(2)  

   (答)  
(3)  

   (答)  

(4)   

   (答)  
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(1)  

Ω25.1
4
5

20
25

5510
55 


  

Ω5.2
2
5

20
50

5510
105 


  

Ω5.2
2
5

20
50

5510
105 


  

(2)  

Ω5.27
2

55
10
275

10
1555101015   

Ω55
5

275
5

1555101015   

Ω3.18
3

55
15
275

15
1555101015   

(3)  

Ω14.2
7

15
21
45

759
59 


  

Ω67.1
3
5

21
35

759
75 


  

Ω3
21
63

759
79 


  

 

(4)  

Ω2.15
5

76
10
152

10
41010884   

Ω19
8

152
8

41010884   

Ω38
4

152
4

41010884   

 
問題５  
(1)  

 
 

(2) EEV
25

2
63

6
ab 




  

EE
7
2

3
2   

EE 381.0
21
8    (答) 0.381E［V］ 
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問題６   

  (答)  
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１－４ 演習問題 

１． まず，2Ωの抵抗をとり，端子a－b間から見た合成抵抗 0R を求める。 

これを書きかえると下図のようになる。 

 
 

したがって，合成抵抗 Ω
7
24

7
10

9
18

25
25

36
36

0 




R  

 

次にa－b間の開放電圧 0V を求める。 

EEEV
21
8

25
2

36
6

0 





  

これより，テブナンの等価回路は下図で表すことができる。 

 

したがって， ］［A0702.0
114

8

2
7
24
21
8

20

0 EE
E

R
VI 





   (答) 0.0702E［A］ 
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２．  

 

したがって， Ω3.12
1510
151025.15 


R   (答) Ω3.12  

 
３．  

 
二つの電源を独立に考え 

① 
196
100

85
5

85
8512

20
1 







I  

② 
196
480

812
12

812
8125

40
2 







I  

A94.1
196
380

196
480100

21  III   (答) A94.1  

 
４．  

 

合成抵抗
 
 L21

L21
0 RRR

RRRR



  

   
 

  L2L21

1

L21

L21L21

1

0
L RR

E
RRR

R

RRR
RRR

E
RRR

R
R
EIR 












  

 2
L2

2
L2

LL L RR
ERIRP RR 

 ［W］  (答)  
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５．  

 

 

 

合成抵抗
R
RR




10
10301  

5
1330

200
10330

200
10

10

10
103

20
10

10
01

1
1 

















RRRR

R
RRR

EI  

したがって， 

5065

65150200





R

R
 

Ω769.0
13
10

65
50 R   (答) Ω769.0  

 

合成抵抗

13
103
13
103

1002



R  

13
103

3

13
103

13
30

10

40

13
103

3
02

2
2










R
EI  

A3
520

1560
30100390

1560

13
30

13
10030

120 





   (答)  

A23521  III R   (答)  

 


